
４．税務職員等の状況 

 

 

 

◎ 平成２９年度の税務職員数は２，３７１人で平成２８年度と比べ３ 人増加している。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 平成２５年度数値から住民基本台帳人口に外国人住民が含まれています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

税務職員数の推移 

４－１図 
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４－２図 
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 ◎ 税と他の公金を一体的に徴収する課または室、班、係等を設置している団体数は、前

年度から１団体減少し、１５団体（市１５団体）である。 
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（団体数）

債権回収を一元的に行う課を設置

している。

債権回収を一元的に行う課は設置

してないが、室・班・係を設置して

いる。
収税担当課において、税以外の徴

収を行っている。

他の公金との一体的な徴収は行っ

ていない。

 
 

 

 

◎ 「税」の団体が４３団体（７９．６％） 

◎ 「料」の団体が１１団体（２０．４％） 

千葉市、銚子市、船橋市、松戸市、習志野市、柏市、市原市、流山市、八千代市、鎌ケ谷市、鋸南町 
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税 料

                     

 

 

 

 

 

 

 

国 民 健 康 保 険 税 ・ 料 の 採 用 状 況 

４－４図 

            

税と他の公金を一体的に徴収する組織の状況 

４－３図 
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